助詞２　　助詞の特徴とはたらき

４　格助詞③　「の」の用法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
「の」…その文節が連体修飾語・連体修飾部の中の主語・並立語などであることを示す。
①　「君のひとみに乾杯！」（連体修飾語）
②　「わたしだけのもの。」。（連体修飾語）
③　「ぼくの描いた絵。」（連体修飾部の中の主語）
④　「甘いのが食べたい。」（体言代用）
⑤　「見るの、見ないのとたいへんな騒ぎだ。」（並立語）

※②・④のように他の付属語や用言に接続する場合もある。

※③の場合は「が」に置きかえられる（「ぼくが描いた絵を……。」）。ただし、この「の」は、必ず下の文節と連文節になって連体修飾部（「ぼくの描いた……」）となる場合にのみ用いられる。したがって、「ぼくの描いた。」という文はありえない。
※④は、「甘いものが食べたい。」のように、「こと・（の）もの・人」などの体言に置きかえることができる。このような「の」のはたらきを「体言代用」などともいう。また、この場合の「の」を「準体言助詞」とよぶこともある。
※⑤の「の」は、「～の～の」のように二つ並んで、並立の関係の文節（並立語）をつくる。

５　格助詞④　その他の格助詞の意味と用法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
その他の格助詞の示す主な意味
１　を　　①「本を読む。」（目的・対象）　②「空を飛ぶ。」（場所）

③「楽しい時を過ごす。」（時間）　④「駅を定時に出る。」（起点）

２　に　　①「公園に出かける。」（場所）　②「七時に起きる。」（時間）

③「映画を見に行く。」（目的）　④「父に仕事を頼む。」（相手）

⑤「実験が失敗に終わる。」（結果）　⑥「空港に着く。」（帰着点）

⑦「熱めに沸かす。」（状態）　⑧「車にひかれる。」（受け身の動作主）

⑨「犬に芸をさせる。」（使役の目標（対象））

３　へ　　①「図書館へ出かける。」（方向）　②「駅へ着いた。」（帰着点）

４　と　　①「父と散歩する。」（共同の相手）　②「湯が水となる。」（結果）
③「弟とけんかする。」（対象）　④「ぼくは君と違う。」（比較の基準）

⑤「着いたということだ。」（引用）　⑥「本とペンを買う。」（並立）

５　から　①「東京から来た客。」（起点）　②「風邪から肺炎になる。」（原因・理由）
③「小麦からパンを作る。」（原材料）　④「窓から風が入る。」（経由）

６　より　①「兄より背が高い。」（比較の基準）　②「行くよりほかない。」（限定）
７　まで　①「駅まで歩く。」（終点・極限）
８　で　　①「山でキャンプする。」（場所）　②「木で家を造る。」（材料・手段）
③「読書で忙しい。」（原因・理由）　④「今年で十五歳だ。」（時限）

９　や　　①「犬や猫を飼っている。」（並立）
※右の格助詞のさまざまな意味を区別できるようになるには、まるごと暗記しようとするより、なるべく数多くの問題にあたってみよう。
※２「に」⑧は受け身における動作主（出所）、⑨は使役における動作目標を示す。
※４「と」⑥や９「や」は並立格、他は連用修飾格。

※２「に」や６「より」などは用言などにも接続するが、他はふつう体言に接続する。

※７「まで」は全て副助詞とする考え方もある。

【確認問題】

１　次の各文の　　線部「の」のはたらき（その文節の種類）をあとから一つずつ選び、記号で答えなさい。

①　春の暖かい風が吹いてきます。　　　　　〔　　　　　〕

②　これはぼくの買った本です。　　　　　　〔　　　　　〕

③　狭いのきたないのと文句ばかり言う。　　〔　　　　　〕

④　もう少し味の濃いのがよい。　　　　　　〔　　　　　〕

⑤　人を疑うのは恥ずかしいことだ。　　　　〔　　　　　〕

ア　連体修飾語　　イ　連体修飾部の中の主語

ウ　体言代用　　　エ　並立語

２　次の各組の　　線部の格助詞が示す意味を、それぞれのあとから一つずつ選び、記号で答えなさい。

Ａ　　①　弟と本を買いに行く。　　　〔　　　　　〕
②　彼に自信をもたせる。　　　〔　　　　　〕
③　九時に東京駅に着いた。　　〔　　　　　〕
④　父にほめられて喜んだ。　　〔　　　　　〕
⑤　午後から雨が雪になる。　　〔　　　　　〕
ア　帰着点　　イ　結果　　ウ　目的　　

エ　使役の目標（対象）　　オ　受け身の動作主

Ｂ　　①　日本一の難所と言われている。　　　〔　　　　　〕
②　一生懸命やるよりしかたがない。　　〔　　　　　〕
③　きみの不注意から起こったことだ。　〔　　　　　〕
④　今日一日は読書で過ごそう。　　　　〔　　　　　〕
⑤　ちりも積もれば山となる。　　　　　〔　　　　　〕
⑥　ぼくはやはり花より団子だ。　　　　〔　　　　　〕
ア　結果　　イ　手段　　　　　ウ　限定　　

エ　原因　　オ　比較の基準　　カ　引用

３　次の各組の　　線部から格助詞を一つずつ選び、記号で答えなさい。

①　ア　静かで清潔な部屋。　　　イ　映画でも見よう。

ウ　勉強で忙しい。　　　　　〔　　　　　　〕

②　ア　胸がキュンとなる。　　　イ　友人と口論する。

ウ　ぼんやりと見つめる。　　〔　　　　　　〕

